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いても，選択比は 1013 と極めて大きかった．ただし SA とビオチンの特異結合は，通常の

タンパク質の抗原抗体反応に比べて親和定数が 6 桁大きく，これがそのまま実際のバイオ

マーカーに適用できるかどうかはさらに調査が必要だった．そこで次に実際のバイオマー

カーとして前立腺特異抗原（PSA）を目標にし，その抗原抗体反応の検出を試みた．汎用的

なタンパク質定量法である酵素結合免疫反応法（ELISA）により希釈濃度を校正し，ナノレ

ーザにおける PSA の検出限界を調査したところ，1fM 以下が評価された．これは ELISA

よりも二桁以上も高感度であり，特に前立腺癌の術後の再発モニタリングに有効な値であ

る．また SA のときと同様に，BSA を混合した不純物試料に対してもセンシングを試した

ところ，表面活性剤であるエタノールアミンによって不純物の吸着を抑えることにより，

1010 という高選択比が可能になった．これはヒト由来の血液試料を千倍に希釈しても，

ELISA を凌駕する感度を保持できることを意味する．以上より，本論文はナノレーザバイ

オセンサを医療応用に結びつける基本的な性能の実証を報告しており，博士論文として十

分に価値があるものと判断される． 

 


